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多重補完法 (Rubin (1987))は，欠測データ解析における補完に基づく方法として代

表的な手法の一つである．多重補完法は欠測値を補完する際の枠組みとしてベイズ予

測分布を用いるものと頻度論的方法に基づくものに大別され，最終的な推定量の統計

的性質についてはWang and Robins (1998)および Robins and Wang (2000)で調べ

られている．

多重補完法に基づき妥当な推定量を得るためには，適切な補完モデルを用いること

が重要になる．補完モデルの誤特定は結果のバイアスにつながることから，たとえば

van Buuren (2018)などでも補完モデルとして柔軟なモデルを用いることが推奨され

ている．一方，ノンパラメトリックな補完モデルを安易に用いると，補完モデルから

の乱数生成にコストがかかることがあり，そのような困難を回避する工夫についても

議論がなされている (Tomita et al. (2018))．

本抄読会では，多重補完法に関するいくつかの先行研究をレビューするとともに，

補完モデルの誤特定について柔軟な補完モデルを用いることとは別の視点からの対処

法について検討する．
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